
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都市   】 

学校名【 京都市立嘉楽中学校  】 

１実践テーマ Ⅲ  

２実施対象者 

 
2年 ２クラス ６０名 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（       ） 

② 行事名（  人権学習  ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

障がいのある人と共に生きていくために、私たちに何ができるか考

える。また、柳本あまねさんの講演・車いすバスケの体験の中で、

選手のみなさんの力強い生き方に触れ、目標を実現するために、希

望と勇気を持って、粘り強くやり抜く強い意志をもって行動しよう

とする意欲を高める。 

５ 取組内容 １ 事前学習 

「東京タイマー2020」（朝日放送）を鑑賞し 

手記「夢があるから頑張れる」を読み「共生」について考える。 

 

２ 車いすバスケットボール体験 

柳本 あまねさん 北間 優衣さん 北田 千尋さん 

（ チームカクテルより ） 

  ・選手紹介・競技説明・模範演技 

  ・車いす体験・クラス対抗試合 

  ・選手代表の体験談・質疑応答 

 

３ 事後学習 

・体験を通して「共生社会の実現に向けた日本の課題」について考

え意見交流を行った。 

 

６ 主な成果 

 

車いすバスケットボールは初めての経験となったが、積極的に参加

する前向きな姿勢が見られた。事前学習を通して、理解を徐々に深

めたことによるものだと考える。選手の方とこちらの打合せを行

い、体験がうまくすすむように配慮できた。また、事後学習のよう

すから、共生社会の実現に向けて自分たちができることを考える機

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 
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会となった。 

 

（生徒の感想より） 

・選手のみなさんが車いすと一体化して動いているように見えた。 

・車いすバスケットボールをはじめて体験して、競技のむずかしさ、

おもしろさに気づいた。また、選手のみなさんの努力の量がよくわ

かった。 

・質疑応答の時間ではちいさな質問にも真剣に答えていただいた。 

・選手のみなさんをこれから応援していきたい。 

・今まで人権学習で勉強してきたことが体験学習によってより深く

考えられるようになった。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・事前学習により車いすバスケットの知識や理解を深め、「共生」

について考えた。 

・全生徒が体験できるように当日の予定を選手の皆さんと考えた。 

・事後学種では体験をふまえることで、共生社会で自分たちができ

ることについて学習を深めることができた。 

 

８主な課題等 学校設備（スロープ、トイレの整備） 

９来年度以降の

実施予定 

継続する予定。 
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